
「
サ
ン
タ
さ
ん
、
た
く
さ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
！
」

「
サ
ン
タ
さ
ん
、
た
く
さ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
！
」

《
世
田
米
保
育
園
》　
関
連
記
事
2
0
p

《
世
田
米
保
育
園
》　
関
連
記
事
2
0
p

N
o. 180
令
和
５
年

1月
13日

［
特
集
］

［
特
集
］

町
の
実
情
を
訴
え
る

町
の
実
情
を
訴
え
る
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
②②

町
政
調
査
会
　
国
会
要
望

町
政
調
査
会
　
国
会
要
望

町
職
員
の
定
年
65歳

に
町
職
員
の
定
年
65歳

に
（
12月

議
会
あ
ら
ま
し
）

（
12月

議
会
あ
ら
ま
し
）		
④④

町
の
考
え
を
問
う

町
の
考
え
を
問
う
（
６
議
員
が
一
般
質
問
）

（
６
議
員
が
一
般
質
問
）		
		

⑧⑧

所
管
事
務
調
査
レ
ポ
ー
ト

所
管
事
務
調
査
レ
ポ
ー
ト
		

		
⑯⑯

す
み
た
想
い
人

す
み
た
想
い
人
	

	
	

	
⑲⑲



▷▷ 

藤
原
崇
衆
院
議
員
（
右
か
ら
３
人
目
）

▷▷ ��

小
沢
一
郎
衆
院
議
員
（
右
か
ら
３
人
目
）
に
要
望
書
を
手
渡
し
懇
談

町政調査会
国会要望

特　集

岩手県選出国会議員に

要望書提出

訪問国会議員
•衆議院議員
　鈴　木　俊　一（自民党）公務で不在
•衆議院議員
　藤　原　　　崇（自民党）
•衆議院議員
　小　沢　一　郎（立憲民主党）
•衆議院議員
　階　　　　　猛（立憲民主党）公務で不在
•衆議院議員
　高　橋　千鶴子（日本共産党・東北比例）
•参議院議員
　広　瀬　めぐみ（自民党）
•参議院議員
　横　沢　高　徳（立憲民主党）公務で不在

⑴�　地域医療体制の充実と連携強化につ
いて

　住田地域診療センターの医師３名体制の確
保、訪問診療の再開など地域医療体制の充実と
在宅医療・介護の連携強化を図ること。

⑵　農畜産業振興対策の推進について
　水田活用の直接支払交付金について生産者が
所得減少せず意欲をもって生産活動に取り組め
る支援措置を講ずるとともに食糧安保の抜本的
強化を図ること。

⑶�　飼料・肥料・燃料等の生産原料等価
格高騰対策について

　飼料・肥料・燃油などの価格高騰に対する恒
久的対策の創設と制度の拡充を図ること。

⑷�　国際リニアコライダー（ILC）の誘
致実現について
⑸　鳥獣被害対策の強化・充実について

　鳥獣捕獲対策に係る狩猟免許の取得や鳥獣被
害対策の助成制度の充実・拡充を図ること。

　町政調査会では10月17日国会を訪問。岩手県選出国会議員等に重　町政調査会では10月17日国会を訪問。岩手県選出国会議員等に重
要課題５項目の要望書を提出しました。当町の実態と課題について説明・要課題５項目の要望書を提出しました。当町の実態と課題について説明・
懇談し、理解を求めました。懇談し、理解を求めました。

要望項目

△　�10月17日、国会議事堂、衆・参議院議員会館訪問。県選出国会議員に町の統一
要望書を提出しました
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▷▷ ��

高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
（
右
か
ら
３
人
目
）
に
要
望
書
を
手
渡
し
懇
談

▷▷ ��

広
瀬
め
ぐ
み
参
院
議
員
（
右
か
ら
３
人
目
）
に
要
望
書
を
手
渡
し
懇
談

港区エコプラザ
　当町と「間伐材を始めとした国産材の活用促進に
関する協定」を締結している東京都港区の「港区立
エコプラザ」を訪問し、「みなとモデル二酸化炭素固
定認証制度」の取り組みについて研修。
　協定木材を利用した各種建築建材のカタログやサ
ンプル等を提供している常設の展示スペースを見学。
木質化アドバイザーの説明により、港区の取り組み
について理解を深め、交流しました。

いわて銀河プラザ
　東京銀座にある岩手県のアンテナショップ「いわ
て銀河プラザ」を訪問しました。岩手県の恵まれた
自然が育んだ安全でおいしい食品、職人の技が生み
出す工芸品、産地直送の農畜産物など、「いわてブラ
ンド」が豊富に取りそろえられており、お買い求め
いただけます。
　さまざまなイベントも毎日開かれ、住田町の産品
も展示販売されています。

町の実情
を訴える 町町のの課題課題でで懇談懇談

１０月１８日

△　�岩手県東京事務所も置かれ、情報発信の役割を果たし
ている「いわて銀河プラザ」

△　�木質化アドバイザーの白鳥氏（左端）から協定自治体と
の木材建築の取り組みについて説明をうけました

東京都内の当町と関わりがある「いわて銀河プラザ」と「港区エコプラザ」を
視察研修しました。
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第26回定例会
（12月議会）
あらまし

　

第
26
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
は
、
12
月
６
日
か
ら

９
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
移
住
定

住
政
策
、
林
業
振
興
、
郷
土
芸
能
保
存
、
国
保
・
介
護

保
険
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
駆
除
と
活
用
な
ど
、
町
政
諸
課
題
に
つ
い
て
論
戦

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
世
田
米
本
町
の
応
急
仮
設
住
宅
跡
地

に
整
備
さ
れ
る
施
設
の
設
置
・
管
理
条
例
や
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
15
件
を
審
議
し
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
令
和
５
年
度
か

ら
、
段
階
的
に
職
員
の
定
年

を
引
き
上
げ
て
い
く
内
容
が

議
会
議
員
全
員
協
議
会
で
説

明
さ
れ
た
。
地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

で
、
５
年
度
は
61
歳
定
年
と

し
、
２
年
に
１
歳
ず
つ
引
き

上
げ
て
13
年
度
か
ら
は
65
歳

が
定
年
と
な
る
。

町
職
員
の
定
年
延
長

に
踏
み
切
る
背
景
は
。

昨
年
、
国
家
公
務
員

法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
成
立
し
、
令
和
５

年
４
月
か
ら
国
家
公
務
員
の

定
年
が
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
管
理

監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ

る
降
任
・
転
任
、
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
の
制
度
も

設
け
ら
れ
た
。
国
家
公
務
員

の
定
年
を
基
準
と
し
て
い
る

地
方
公
務
員
も
同
様
の
措
置

が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

定
年
引
き
上
げ
に
よ

る
給
与
水
準
と
対
象

職
員
へ
の
周
知
は
。

■
関
連
４
条
例
の
一
部
改
正

●�

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

●�

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等

に
関
す
る
条
例

●�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
●�

職
員
の
降
給
に
関
す
る
条

例

定
年
引
き
上
げ
に
よ

り
、
61
歳
以
上
職
員

の
給
与
は
、
60
歳
時
の
月
額

の
７
割
水
準
と
な
る
。

　

定
年
延
長
の
対
象
と
な
る

職
員
に
は
、
任
用
や
給
与
措

置
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
情

報
を
提
供
し
、
勤
務
の
意
思

を
確
認
し
て
い
く
。

課
長
職
な
ど
管
理
監

督
職
の
職
員
の
処
遇

は
。

60
歳
に
到
達
し
た
年

の
翌
年
度
か
ら
、
管

理
監
督
職
の
職
員
は
、
降
任

ま
た
は
転
任
と
な
る
。

●�

特
別
職
の
職
員
の
給
与
並

び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
●�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

●�

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
が
県

に
対
し
て
期
末
手
当
の
引
き

上
げ
を
勧
告
し
た
こ
と
に
準

じ
て
、
職
員
と
特
別
職
、
会

計
年
度
任
用
職
員
、
議
員
の

期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
関

係
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

町職員の定年65歳に 

段階的に引き上げへ
── 国家公務員の定年を基準に ──

条例改正
△　来年度から町職員の定年が段階的に引き上げとなる

期
末
手
当

引
き
上
げ

〇
改
正
の
理
由

職員 0.1ヶ月

特別職 0.０５ヶ月

会計年度
任用職員 0.1ヶ月

議員 0.０５ヶ月

期末手当支給割合

答

答 答

問

問

問
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■�

仕
事
と
学
び
複
合
施
設
の

設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す

る
条
例条

例
制
定
の
ね
ら
い

は
。

東
日
本
大
震
災
発
災

時
の
後
方
支
援
及
び

木
造
仮
設
住
宅
を
中
心
と
し

た
震
災
の
記
憶
と
記
録
を
後

世
に
残
し
て
い
く
場
。ま
た
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
よ
る

雇
用
の
活
性
化
及
び
多
様
な

人
々
が
集
ま
り
交
流
す
る
こ

と
に
よ
る
定
住
促
進
に
つ
な

が
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
く
場
と
し
て
設
置
す
る
。

世
田
米
本
町
の
応
急

仮
設
住
宅
跡
地
に
整

備
さ
れ
て
い
る「
仕
事・学
び
の

場
」の
施
設
の
正
式
名
称
は
。

「
仕
事
と
学
び
複
合

施
設
」
と
す
る
。
ま

た
、
利
用
者
に
親
し
ま
れ
る

施
設
に
す
る
た
め
、
愛
称
を

募
集
し
て
い
る
。

供
用
開
始
に
向
け
て

施
設
の
管
理
・
運
営

の
担
当
者
の
確
保
を
図
る
べ

き
だ
が
。地

域
お
こ
し
協
力
隊

１
名
と
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１

名
を
募
集
し
て
い
る
。管
理
・

運
営
の
応
募
検
討
者
向
け
の

現
地
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

■�

先
端
的
技
術
実
証
ハ
ウ
ス

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

●�

世
田
米
田
谷
地
内
に
設
置

さ
れ
て
い
た
先
端
的
技
術

実
証
ハ
ウ
ス
の
解
体
に
伴

い
、
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
で
あ
る
。

■�

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）は
、歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ

れ
２
９
３
０
万
９
０
０
０
円

を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

49
億
５
８
６
２
万
４
０
０
０

円
と
す
る
。

歳
入
の
国
庫
支
出
金

の
う
ち
土
木
費
国
庫

補
助
金
「
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
」
が
１
９
６
２
万

円
減
額
さ
れ
て
い
る
が
。

昭
和
橋
工
事
の
重
点

化
に
よ
り
、町
道
改
良

分
の
配
分
枠
が
減
少
さ
れ
た
。

各
項
目
に
電
気
料
が

増
額
さ
れ
て
い
る
が
。

電
気
料
金
の
高
騰
に

よ
り
、
庁
舎
な
ど
公

共
関
連
施
設
の
電
気
料
金
増

額
を
見
込
み
１
６
８
７
万
円

の
増
額
補
正
し
た
。
で
き
る

限
り
節
電
に
努
め
る
。

飼
料
用
米
生
産
拡
大

事
業
費
補
助
金
の
増

額
理
由
は
。

飼
料
用
米
生
産
に
取

り
組
む
経
営
体
は
４

組
織
。作
付
実
績
面
積
が
４
・

88
㌶
ほ
ど
増
え
た
こ
と
に
よ

る
。

条例制定

条
例
廃
止

補
正
予
算

△　工事現場を見学するツアー参加者（応募検討者）

施設名は
「仕事と学び複合施設」「仕事と学び複合施設」
定住促進へつながりを

震
災
の
遺
構
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進

飼
料
用
米
生
産

補
助
金
増
額

電
気
料
増
額

実
証
ハ
ウ
ス
解
体

答

答答

問

問問

問

答答 問

問答謹んで
新春のお慶びを
申し上げます

町議会議員一同

5 　　すみた議会だよりすみた議会だより　180号　180号
　　令和５年１月13日令和５年１月13日



△　�電気料金や灯油代金の値上がりによ
る家庭の負担軽減給付金を支給

第
25
回

臨
時
会

あ
ら
ま
し

　
第
25
回
臨
時
会
は
、
11
月

４
日
に
開
か
れ
、
物
価
高
騰

対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
令

和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
８
２
７
２
万
９

０
０
０
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
を
49
億
２
９
３
１

万
５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

■�

電
気
料
金
等
物
価
高
騰
対

応
分
給
付
金

　
３
１
５
０
万
円

９
月
定
例
会
で
電
気

料
金
と
灯
油
等
の
値

上
が
り
に
よ
る
冬
期
間
の
家

庭
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
全
世
帯
へ
の
１
万

円
給
付
を
可
決
し
て
い
た
が
。

食
品
価
格
な
ど
の
高

騰
も
踏
ま
え
て
追
加

で
１
万
５
０
０
０
円
を
上
乗

せ
し
、町
内
約
２
０
０
０
世
帯

に
対
し
て
総
額
２
万
５
０
０

０
円
を
年
内
に
給
付
す
る
。

物価高騰支援町独自で手厚く

■
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

　
３
２
０
０
万
円

支
援
給
付
金
の
支
給

対
象
世
帯
と
給
付
金

額
は
。

住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
に
１
世
帯
当
た

り
５
万
円
を
配
る
国
の
緊
急

支
援
事
業
で
、
対
象
見
込
み

世
帯
は
住
民
税
非
課
税
世
帯

６
３
８
世
帯
、
家
計
急
変
世

帯
２
世
帯
の
計
６
４
０
世
帯

に
支
給
さ
れ
る
。

■�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

物
価
高
騰
対
策
支
援
金

　
３
２
０
万
円

支
援
対
象
の
事
業
所

は
。

町
内
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
お
よ
び
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

６
法
人
12
事
業
所
に
対
し

て
、
利
用
人
数
に
応
じ
た
支

援
を
す
る
。

支
援
金
額
の
基
準
は

定
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

訪
問
系
は
稼
働
自
動

車
台
数
１
台
に
つ
き

２
万
５
０
０
０
円
（
上
限
10

台
）。
通
所
系
は
10
万
円
～

40
万
円
、
入
所
系
は
40
万
円

～
１
０
０
万
円
、
就
労
継
続

支
援
に
は
10
万
円
～
20
万
円

を
支
援
す
る
。

■�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支

援
金

　
１
５
０
０
万
円

９
月
定
例
会
で
は
、

県
が
児
童
手
当
受
給

世
帯
に
対
し
１
人
当
た
り
１

万
５
０
０
０
円
を
支
援
す
る

「
い
わ
て
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
支
援
金
給
付
事
業
費
補

助
」
に
町
が
１
万
５
０
０
０

円
を
上
乗
せ
し
、
３
万
円
を

給
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
た

が
。

県
の
追
加
給
付
に
合

わ
せ
て
町
で
も
同
額

を
追
加
し
、
合
わ
せ
て
６
万

円
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
町
で
は
独
自
策
と
し
て

受
給
対
象
者
を
高
校
生
に
ま

で
拡
大
し
、
児
童
手
当
受
給

者
、
高
校
生
合
わ
せ
て
約

５
０
０
人
と
な
る
。

電
気
料
金
負
担
軽
減
に

　

１
世
帯
２
万
５
千
円

非
課
税
世
帯
支
援

　

１
世
帯
５
万
円

福
祉
事
業
所

　

12
事
業
所
支
援

子
育
て
世
帯
に

　

６
万
円
給
付

答

答

答答

答

問

問

問

問

問

電気料金
灯　油　代・食品の 値上がりに備え

補正予算
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請　　　願

水
野　
正
勝

荻
原　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上　
　
薫

阿
部　
祐
一

林
﨑　
幸
正

菊
池　
　
孝

高
橋　
　
靖

菅
野　
浩
正

瀧
本　
正
德

議
決
結
果

請願第６号
町道清水沢只越線の改良舗装工事と林
道只越線の町道認定と改良舗装工事に
ついて

× × × 〇 × × × 欠 × 〇 × －
不
採
択

請願第７号
11歳以下への新型コロナワクチン接種の「努力義
務」規定の撤回と健康な未成年への新型コロナワク
チン接種の即時中止を国へ求める意見書提出の請願

〇 × × × × × × 欠 × × × －
不
採
択

請願第８号
新型コロナウイルス感染症の感染症法における分
類は、新型インフルエンザ等感染症から5類感染
症へ改正することを国へ求める意見書提出の請願

〇 × × × × × × 欠 × × × －
不
採
択

請願のゆくえ請願のゆくえ
町道の認定は、利用集落戸数３戸以上の基準に満たないため 不採択

◯：賛成　×：反対　欠：欠席
議長は採決に加わりません請願採決状況一覧

請願第６号 町道清水沢只越線の改良舗装工事と林道只越線の町道認定と改良舗装工
事について

請願者の住所・氏名 住田町上有住字大畑67-7　柏崎　遵　他13名

紹介議員 佐々木　信一、高橋　靖

付託常任委員会 産業経済常任委員会（委員長　阿部　祐一）

委員会審査の結果 不採択と決定（町道清水沢只越線は現在、利用実態はなく改良の必要性
がないと判断。林道の町道認定は、利用戸数３戸以上の基準に満たない。）

本会議での採決 賛成少数で不採択と決定

請願第7号
11歳以下への新型コロナワクチン接種の「努力義務」規定の撤回と健康
な未成年への新型コロナワクチン接種の即時中止を国へ求める意見書提
出の請願

請願第8号
新型コロナウイルス感染症の感染症法における分類は、新型インフルエ
ンザ等感染症から5類感染症へ改正することを国へ求める意見書提出の
請願

請願者の住所
団体・氏名

住田町上有住字中沢70-1
すみたの子どもたちの未来を守る会　佐々木　公一

紹介議員 水野　正勝

付託常任委員会 総務教民常任委員会（委員長　高橋　靖）

委員会審査の結果 不採択と決定（新型コロナウイルス感染症は、国の基本的対処方針に基
づいて対策が行われている。）

本会議での採決 賛成少数で不採択と決定
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町
の
考
え
を
問
う

町
の
考
え
を
問
う

一般質問一般質問
12月議会

インボイス・シカ肉活用インボイス・シカ肉活用
移住定住移住定住などでなどで論戦論戦

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
し

ま
す
。
質
問
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

６
人
の
議
員
が
質
問

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町の
ホームページ上で閲覧できます。
（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができ
ます）

ページ 質  問  者
（登壇順） 質問項目

９ 荻
おぎわら
原　　勝

まさる ①　移住定住政策
②　昭和橋下流の仮設橋や周辺の安全対策

１０ 村
むらかみ
上　　薫

かおる ①　令和５年度予算
②　林業振興の新しい視点
③　鳥獣害対策

１１ 阿
あ べ
部　祐

ゆういち
一 ①　郷土芸能の保存

②　町民ホールの音響設備改善

１２ 佐
さ さ き
々木春

はるかず
一

①　�国民健康保険特別会計における財政状
況と国保負担軽減

②　介護保険制度に向けた対応
③　�消費税のインボイス（適格請求書）制

度の対応

１３ 水
みず
野
の
　正
まさかつ
勝 ①　新型コロナウイルス感染症対策

１４ 佐
さ さ き
々木信

しんいち
一 ①　自然エネルギーの取り組み

②　二ホンジカ駆除、地域資源への活用
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議員のつぶやき

荻
おぎ

原
わら

　　勝
まさる

議員

移住定住政策では
町外の関係機関に
住田町のイメージを
持ってもらうことが

大切

△　�仮設橋の渡り初めをした世田米保育園
の園児たち

町
の
考
え
を
問
う

　
　

２
月
に
「
仕
事
・
学
び

の
場
」
が
開
設
さ
れ
る
が
、

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
新

た
な
雇
用
の
場
創
出
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

　
　
町
長

　

令
和
５
年
１
月
に
完
成
予

定
の
本
町
団
地
跡
地
に
整
備

し
て
い
る「
仕
事
・
学
び
の
場
」

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
新
た

な
雇
用
の
場
創
出
に
向
け
た

運
用
等
で
は
、
企
業
が
お
試

し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と

問答

　
　
昭
和
橋
下
流
の
仮
設
橋

や
周
辺
道
路
の
利
用
に
あ
た

り
、
地
域
住
民
の
安
全
通
行

を
ど
う
図
る
の
か
。

　
　
町
長

　

県
の
住
田
整
備
事
務
所
に

よ
る
工
事
説
明
会
の
際
、
周

辺
迂
回
路
な
ど
に
関
す
る
安

全
対
策
等
の
要
望
を
受
け
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
策

を
取
っ
て
い
る
。
住
田
整
備

だ
よ
り
に
よ
る
迂
回
路
の
周

知
、
周
辺
道
路
の
安
全
運
転

の
呼
び
か
け
、
看
板
や
路
面

標
示
に
よ
る
運
転
者
へ
の
注

意
喚
起
な
ど
も
し
て
い
る
。

学
校
へ
の
説
明
は
、
住
田
整

備
事
務
所
が
学
校
に
直
接
出

向
い
て
行
な
っ
た
。

問答

し
て
施
設
を
利
用
す
る
こ
と

で
、そ
の
後
に
当
町
に
オ
フ
ィ

ス
を
本
格
設
置
す
る
ま
で
の

受
け
皿
と
な
り
得
る
。
個
人

が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
す
る
場

所
と
し
て
施
設
を
利
用
し
検

討
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
仕

事
の
場
所
と
し
て
移
住
を
選

択
で
き
る
足
が
か
り
と
な
り

得
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
「
岩
手
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
る
の
か
。

問

　
　
町
長

　

町
の
移
住
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
当
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
設
置
し
て
い
る
。
今
後
と

も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
移

住
定
住
政
策
を
進
め
て
い
く
。

Ｉ
タ
ー
ン
と
は

都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た

人
が
地
方
へ
就
職
・
転

職
す
る
こ
と

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

と
は

本
社
か
ら
離
れ
た
事
務
所

答

　
　
通
行
止
め
の
判
断
は
。

　
　
町
長

　

基
本
的
に
、
河
川
の
水
位

が
橋
げ
た
の
高
さ
に
近
づ
い

た
場
合
に
は
、
早
め
に
対
策

を
取
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
通
行
止
め
の
判
断

は
住
田
整
備
事
務
所
が
主
体

と
な
る
が
、
町
で
も
判
断
目

安
を
共
有
し
て
い
る
。
現
場

の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
、
通

行
規
制
の
際
に
は
広
報
な
ど

の
対
応
に
も
あ
た
り
た
い
。

気
象
災
害
発
令
時
等
の
児
童

生
徒
の
通
学
方
法
は
、
学
校

や
教
育
委
員
会
が
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
。

問答

問
ど
う
進
め
る
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

答
「
仕
事
・
学
び
の
場
」を
活
用

問 仮設橋の安全通行は
答 看板や路面標示で周知
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議員のつぶやき

今後、中学校統合後の
教育環境の在り方を

考えなければならない

村
むらかみ

上　　薫
かおる

議員

△　�再造林には、各種補助金や経費などの収支
計画アドバイスは欠かせない

町
の
考
え
を
問
う

　
　
新
年
度
予
算
に
係
る
町

長
の
重
点
施
策
は
何
か
。

　
　
町
長

　

ま
ず
は
人
口
減
少
対
策
と

な
る
。
若
年
層
の
流
出
を
抑

え
、
子
育
て
世
代
を
呼
び
込

む
た
め
の
事
業
推
進
と
安
心

で
き
る
子
育
て
環
境
の
確
保

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
経
済
対
策
に
係
る

事
業
検
証
を
し
、
国
の
動
向

も
踏
ま
え
、
物
価
高
騰
対
策

を
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
自
治
体
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）と
自
治
体
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
も

推
進
を
図
る
。

問答

　
　
今
年
度
の
総
合
計
画
見

直
し
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

な
内
容
が
反
映
さ
れ
る
の
か
。

　
　
町
長

　

教
育
分
野
に
お
い
て
中
学

校
の
統
合
を
進
め
る
こ
と
を

明
記
し
、
小
学
校
を
含
め
た

今
後
の
学
校
教
育
環
境
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
。エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
で
は
、
国
が
進
め
る
化

石
燃
料
か
ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
移
行
を
目
指
し

た
自
治
体
Ｇ
Ｘ
を
追
加
。
情

報
分
野
に
お
い
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た

住
民
の
利
便
性
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

た
め
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進

す
る
こ
と
を
追
記
し
た
。

問答

　
　
住
田
高
校
に
林
業
科
ま

た
は
森
林
環
境
科
の
設
置
を

県
に
要
望
し
、
実
現
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　

高
校
魅
力
化
向
上
の
観
点

で
は
、
住
田
高
校
に
は
普
通

科
で
学
ぶ
こ
と
を
希
望
す
る

生
徒
が
入
学
し
て
い
る
。
設

置
に
は
実
習
施
設
や
専
門
教

員
な
ど
も
必
要
で
あ
り
、
県

問答

教
育
委
員
会
よ
り
「
新
た
な

県
立
高
等
学
校
再
編
計
画
」

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

新
た
な
設
置
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

伐
採
後
の
私
有
林
は
、

多
く
が
植
林
さ
れ
ず
放
置
状

態
に
あ
る
。
秋
田
県
に
よ
る

「
造
林
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

問

　
　
町
長

　
「
造
林
マ
イ
ス
タ
ー
」
は

造
林
地
の
適
地
判
定
調
査
や

収
支
計
画
作
成
な
ど
の
支
援

に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
再

造
林
へ
の
意
識
喚
起
を
図
る

制
度
で
あ
る
。
マ
イ
ス
タ
ー

の
林
業
経
営
体
で
は
所
有
者

と
造
林
保
育
管
理
契
約
を
締

結
し
、
所
有
者
に
代
わ
っ
て

再
造
林
と
そ
の
後
の
管
理
を

約
10
年
間
実
施
す
る
取
り
組

み
が
開
始
さ
れ
た
。
適
切
な

森
林
管
理
を
促
す
た
め
の
地

域
実
情
に
即
し
た
林
業
施
策

の
一
例
と
認
識
を
し
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
お
け
る

　
「
地
域
お
こ
し
隊
の
設
置
」

　
「
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
対
策
」

　
「
猟
犬
の
使
用
許
可
」

　
「
柿
の
有
効
活
用
」

答

問 新年度予算重点施策は
答 子育て環境の確保

問
ど
う
捉
え
る「
造
林
マ
イ
ス
タ
ー
」

答
再
造
林
へ
の
意
識
喚
起
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議員のつぶやき

阿
あ べ

部　祐
ゆういち

一議員

郷土芸能をデジタル
保存し、後継者対策

を早急に進める
べき

△　�映像化により、後継者不足の改善や保存が期待される
郷土芸能（下在大名行列）

町
の
考
え
を
問
う

　
　
町
内
の
郷
土
芸
能
で
は

地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化

に
よ
り
、
そ
の
保
存
や
継
承

に
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
考
え
か
。

　
　
教
育
長

　

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化

産
業
ま
つ
り
で
の
郷
土
芸
能

の
舞
台
発
表
機
会
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
郷

土
芸
能
保
存
会
や
地
域
の
皆

様
と
情
報
や
意
見
を
交
換
し

な
が
ら
対
応
を
考
え
た
い
。

問答

　
　
郷
土
芸
能
を
後
世
に
継

承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
練

習
風
景
な
ど
も
含
め
た
映
像

に
よ
る
保
存
が
重
要
と
な

る
。
町
と
し
て
も
そ
の
支
援

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　

郷
土
芸
能
は
地
域
の
伝
統

と
し
て
継
承
が
な
さ
れ
て
い

る
た
め
、
地
域
の
方
々
や
郷

土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会
、

担
当
課
と
連
携
を
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

　
　

役
場
町
民
ホ
ー
ル
は
、

利
用
開
始
当
初
か
ら
音
響
が

聞
こ
え
に
く
い
と
の
指
摘
が

多
く
の
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
き
た
。
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
き
た
の
か
。

　
　
町
長

　

町
民
ホ
ー
ル
は
、
天
井
が

高
く
、
内
壁
は
木
造
庁
舎
と

の
調
和
に
配
慮
し
た
造
り
と

な
っ
て
お
り
、
音
声
の
残
響

時
間
が
長
く
、
聞
き
取
り
に

く
い
面
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
６
台
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
導

入
し
解
消
を
図
っ
て
き
た
。

　
　
い
ま
だ
高
齢
者
の
方
々

か
ら
は
音
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
と
の
声
も
あ
る
。
町
民

ホ
ー
ル
の
抜
本
的
な
改
善
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

ホ
ー
ル
の
改
修
は
検
討
し

て
い
な
い
が
、
音
響
設
備
の

改
善
を
図
り
た
い
。
専
門
的

な
知
見
で
再
度
マ
イ
ク
や
ス

ピ
ー
カ
ー
の
調
整
を
検
討
。

利
用
に
際
し
て
は
マ
イ
ク
を

必
ず
使
用
さ
れ
る
よ
う
説
明

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問答問答

問
芸
能
の
映
像
保
存
へ
支
援
を

答
地
域
と
の
連
携
で
取
り
組
む

問 ホール音響の抜本改善は
答 マイクやスピーカーの再調整
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議員のつぶやき

コロナ禍に、
原油・物価高騰の危機が
押し寄せる今、暮らしと

経済の下支えには消費税を
減税し、インボイスは

中止を…

佐
さ さ き

々木春
はるかず

一議員

△　�令和5年度は、第9期介護保険事業計画を
巡って3年に1度の見直しが行われる

町
の
考
え
を
問
う

　
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
財
政
状
況
は
。

　
　
町
長

　

令
和
３
年
度
決
算
の
実
質

収
支
は
６
８
０
０
万
円
の
黒

字
と
な
り
、
こ
こ
数
年
間
は

基
金
の
取
り
崩
し
や
法
定
外

繰
り
入
れ
も
な
く
健
全
な
財

政
運
営
で
あ
る
。

　
　
町
民
に
は
国
保
税
の
負

担
が
大
き
く
、
引
き
下
げ
を

求
め
る
声
が
大
き
い
が
。

　
　
町
長

　

国
保
税
は
、
県
へ
支
出
す

る
納
付
金
の
財
源
と
な
る
も

の
で
、
県
か
ら
示
さ
れ
る
標

準
保
険
料
率
と
比
べ
て
低
く

設
定
し
て
い
る
。
当
分
の
間

今
の
水
準
で
保
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

　
　
本
町
の
子
ど
も
均
等
割

は
、３
３
９
０
０
円
か
か
る
。

子
育
て
支
援
か
ら
も
免
除
・

減
免
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
町
長

　

未
就
学
児
の
均
等
割
が
、

今
年
度
か
ら
５
割
軽
減
さ
れ

た
。
国
の
基
準
に
従
っ
て
実

施
し
て
い
く
べ
き
と
捉
え
る
。

問答

　
　
厚
生
労
働
省
は
、
介
護

保
険
制
度
改
定
に
向
け
議
論

し
て
い
る
が
、
75
歳
以
上
の

医
療
費
窓
口
負
担
２
割
に
続

き
、
介
護
で
も
大
幅
な
負
担

増
・
給
付
削
減
を
押
し
付
け

る
中
身
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
町
長

　

給
付
と
負
担
に
つ
い
て
、

７
つ
を
論
点
（
別
表
）
と
し

て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問答介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担

割
合
が
改
正

さ
れ
れ
ば
、

利
用
者
の
み

な
さ
ん
の
負

担
が
増
え
る

も
の
と
捉
え

る
。

　
　
利
用
料
の
負
担
が
増
加

し
た
場
合
の
影
響
は
。

　
　
町
長

　

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
回
数
が
減
る
こ
と
で
、

身
体
を
動
か
す
機
会
が
減
り

筋
力
低
下
な
ど
体
調
が
悪
く

な
り
、
家
族
の
介
護
負
担
が

増
え
る
な
ど
、
生
活
へ
の
支

障
や
将
来
の
不
安
を
増
大
さ

せ
る
懸
念
を
し
て
い
る
。

問答

■厚生労働省が示した介護改正の論点
①�介護保険サービスの利用料２～３割負担の
対象拡大
②要介護１、２の保険給付外し
③ケアプラン（介護計画）の有料化
④�老健施設などの相部屋（多床室）の有料化
⑤�保険料の納付年齢の引き下げと利用年齢の
引上げ
⑥�補足給付の資産要件に不動産を追加
⑦「高所得者」の保険料引き上げ

イ
ン
ボ
イ
ス
の

　
　
　
中
止
を

　
　
来
年
10
月
に
導
入
予
定

の
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求

書
）
制
度
は
、
い
ま
だ
制
度

の
内
容
が
理
解
さ
れ
ず
、
導

入
中
止
を
求
め
る
声
が
上

が
っ
て
い
る
が
。

　
　
町
長

　

内
容
が
複
雑
で
わ
か
り
に

く
く
、
登
録
は
あ
く
ま
で
も

事
業
者
の
任
意
と
さ
れ
て
い

る
が
、
判
断
の
迷
い
や
様
子

を
見
て
い
る
事
業
者
が
多

い
。
中
小
事
業
者
や
農
業
者

に
対
し
て
さ
ら
な
る
周
知
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相

談
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求

書
）
制
度
と
は

　

事
業
者
が
、売
り
上
げ
に

か
か
る
消
費
税
額
か
ら
仕

入
れ
な
ど
に
か
か
る
消
費

税
額
を
差
し
引
く
計
算
を
、

イ
ン
ボ
イ
ス
と
呼
ば
れ
る

請
求
書
で
納
税
す
る
制
度
。

問答

問 国保税の引き下げを
答 当分の間　今の水準で

問
介
護
負
担
増
の
影
響
は

答
生
活
不
安
の
増
大
懸
念
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議員のつぶやき

水
みず

野
の

　正
まさかつ

勝議員

自己免疫や感染獲得
免疫はとても重要です。
本当の集団免疫とは

何かを考えるべきだと
思います

町
の
考
え
を
問
う

　
　
多
く
の
国
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
流
行
が
終
息

し
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
対
策

も
と
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の

要
因
を
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

世
界
的
に
新
規
感
染
者
数

は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
増

加
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
流

行
が
終
息
し
た
と
は
言
え
な

い
状
況
に
あ
る
と
捉
え
る
。

　

マ
ス
ク
着
用
は
欧
米
で
は

元
来
、
着
用
す
る
習
慣
が
な

問答

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
原

因
と
さ
れ
る
病
気
の
発
症
や

基
礎
疾
患
の
悪
化
、
身
体
に

不
調
や
変
化
が
発
生
し
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。
本
町
に

お
け
る
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

厚
生
労
働
省
に
は
、
ご
く

稀
で
は
あ
る
も
の
の
心
筋
炎

や
心
膜
炎
を
疑
う
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
接
種
後
に

基
礎
疾
患
の
悪
化
や
体
調
不

良
な
ど
の
事
例
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
因
果
関
係
は

結
論
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。

　

本
町
の
現
状
に
つ
い
て
は

公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
お
答
え

し
か
ね
る
。

問答

い
こ
と
や
死
者
数
が
一
時
期

よ
り
も
か
な
り
減
少
し
た
こ

と
を
受
け
、
各
国
が
マ
ス
ク

着
用
義
務
を
解
除
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
推
測
す
る
。

　
　
日
本
が
世
界
一
の
新
規

感
染
者
数
を
記
録
し
て
い
る

原
因
は
、
過
剰
な
検
査
範
囲

や
マ
ス
ク
な
ど
の
過
剰
な
接

触
対
策
、
世
界
で
最
も
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
を
複
数
回
接
種

し
続
け
て
い
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問

　
　
町
長

　

検
査
対
象
範
囲
は
世
界
統

一
基
準
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

日
本
で
は
感
染
症
診
療
の
手

引
き
や
検
査
指
針
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
過
剰

な
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
る
。

　

複
数
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
発
症

や
重
症
化
予
防
効
果
が
期
待

さ
れ
る
た
め
に
実
施
を
し
て

い
る
。
複
数
回
接
種
と
感
染

者
数
の
増
加
に
は
、
因
果
関

係
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

答

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
お
い
て
副
反
応
や
死
亡
な

ど
、
接
種
の
危
険
性
が
医
療

従
事
者
に
よ
り
接
種
希
望
者

へ
十
分
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト（
説
明
と
合
意
）

が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の

か
、
事
業
監
督
者
で
あ
る
町

の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

接
種
希
望
者
へ
は
事
前
に

説
明
書
を
配
布
し
て
お
り
、

接
種
会
場
で
も
医
師
に
よ
る

診
察
を
行
っ
て
い
る
。
不
明

な
点
な
ど
相
談
体
制
も
整
え

て
い
る
。
十
分
に
理
解
を
し

た
う
え
で
接
種
さ
れ
て
い
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問答

△　�令和４年10月20日、コロナワクチン
接種後に死亡した人の遺族らが記者会
見を開き遺族会を結成

問
新
規
感
染
者
世
界
一の
原
因
は

答
複
数
接
種
と
因
果
関
係
不
明

問 医療者の危険性説明は十分か
答 診察と不明点の相談体制で
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議員のつぶやき

年間千頭以上の
シカを捕獲している。
加工場を早く進める

ことが大事だ

佐
さ

々
さ

木
き

信
しん

一
いち

議員

△　�厚生労働省が定める一連の流れです

町
の
考
え
を
問
う

　
　

本
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
全

体
計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

　
　

町
長

　

世
田
米
保
育
園
、
役
場
庁

舎
や
大
船
渡
地
区
消
防
組
合

住
田
分
署
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
す
み
た
荘
に
木
質
利

用
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
。
一
般

家
庭
へ
の
木
質
燃
料
燃
焼
機

器
購
入
へ
の
補
助
を
し
て
い

る
。
太
陽
光
発
電
設
備
は
役

場
庁
舎
を
は
じ
め
各
公
共
施

設
に
設
置
し
て
い
る
。
上
有

住
新
田
に
は
太
陽
光
発
電
設

備
が
、
稼
働
し
て
い
る
。
風

力
発
電
設
備
は
旧
名
古
根
牧

場
跡
地
と
隣
接
す
る
遠
野
市

に
27
基
の
風
車
が
設
置
さ
れ

工
事
が
進
行
し
て
い
る
。

問答

　
　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
掘

り
起
こ
し
と
豊
富
に
あ
る
資

源
の
活
用
を
ど
う
進
め
て
い

く
考
え
か
。

　
　

町
長

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
り
組
み
は
、
町
内
の
豊

富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
、

循
環
型
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
体
と
し
て

い
る
。
太
陽
光
、
風
力
、
水

力
の
活
用
は
用
途
や
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
、
自
然
環
境

と
の
調
和
に
も
配
慮
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
掘
も
視

野
に
入
れ
可
能
性
を
検
討
し

て
い
く
。　

　
　

太
陽
光
発
電
蓄
電
池
を

補
助
対
象
に
取
り
入
れ
る
べ

問答問

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

町
長

　

地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
軽

減
す
る
た
め
の
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

設
置
費
補
助
事
業
は
、
平
成

29
年
に
終
了
し
た
。今
後
は
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
国
、
県

の
政
策
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

　
　

林
地
残
材
や
未
利
用
材

を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

　
　

町
長

　

住
田
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
推
進
計
画
の
も

と
、
林
地
残
材
や
未
利
用
材

の
活
用
は
、
本
町
の
課
題
と

捉
え
最
優
先
に
取
る
組
む
べ

き
と
位
置
付
け
て
い
る
。
収

集
、
運
搬
か
ら
燃
料
化
ま
で

の
シ
ス
テ
ム
化
は
、
早
急
に

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

に
、
森
林
組
合
と
協
議
を
し

な
が
ら
本
シ
ス
テ
ム
の
本
格

稼
働
を
図
っ
て
い
く
。

答問答

　
　

シ
カ
肉
加
工
場
を
整
備

し
食
肉
用
と
し
て
販
売
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

町
長

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
以
降
、
町
内
全
域
で
利

用
自
粛
制
限
が
か
か
っ
て
い

る
。
ジ
ビ
エ
の
活
用
に
は
、

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
衛
生
管

問答

理
、
県
の
出
荷
検
査
方
式
に

基
づ
く
放
射
能
性
物
質
検
査

の
全
頭
実
施
な
ど
大
き
な
課

題
が
あ
る
。
ジ
ビ
エ
加
工
施

設
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
と

と
ら
え
る
が
、
シ
カ
肉
加
工

場
の
整
備
を
希
望
す
る
事
業

者
に
は
補
助
事
業
の
活
用
を

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

問 林地残材や未利用材活用は
答 システムの本格稼働で

問
シ
カ
肉
加
工
販
売
を

答
取
り
組
み
に
補
助
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広域行政の連携を目指して

事務組合議会　決算を認定
岩手沿岸南部広域環境組合議会　　　　　　派遣議員　阿部祐一、水野正勝

＜分担金・負担金＞
　住田町　　8194万2000円

＜沿岸南部クリーンセンター状況＞
　令和3年度
　　ごみ搬入量　　　２万7967㌧
　　温浴施設利用者　　　1589人

気仙広域連合議会　　　　　　　　　　　　　　　派遣議員　高橋　靖、佐々木信一

＜負担金＞
　住田町　　1960万円

＜介護認定審査会審査件数＞
　令和3年度　住田町　358件

＜し尿処理量＞
　令和3年度　　２万4126ｋ㍑

大船渡地区環境衛生組合議会　　　　　　　派遣議員　村上　薫、荻原　勝

＜分担金＞
　住田町　　3380万8000円

＜大船渡クリーンセンター状況＞
　令和3年度
　　ごみ搬入量　　　1万339㌧
　　（大船渡市・住田町の合計）

大船渡地区消防組合議会　　　　　　　　派遣議員　林﨑幸正、佐々木春一

＜分担金＞
　住田町　　１億5717万6000円

＜火災発生状況　件数・損害額＞
　令和３年度
　　大船渡市　　7件・4058万円
　　住田町　　　1件・ 18万円

＜令和３年度 一般会計決算＞

歳　入　14億5886万4299円
歳　出　14億4775万4072円
差引額 1111万 227円

＜令和３年度 一般会計決算＞

歳　入　2億1441万2846円
歳　出　2億 989万8059円
差引額　　　 451万4787円

＜令和３年度 一般会計決算＞

歳　入　2億3858万4609円
歳　出　2億2167万5779円
差引額　　　1690万8830円

＜令和３年度 一般会計決算＞

歳　入　9億2013万 479円
歳　出　8億9686万3625円
差引額　　　2326万6854円
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常
任
委
員
会

所管事務調査レポート

総務教民常任委員会

産業経済常任委員会

挑戦できる環境づくり

鶏糞堆肥ペレット化施設

魅力化の取り組み調査

ブロイラー鶏舎を視察

コミュニティスペース

　住高ハウス○
マル
○
マル

　　（岩手県立住田高等学校）

㈱チキンファーム住田
㈲気仙環境保全堆肥センター
　　（種山地区子飼沢）

11
　18

10
　27

生徒の○○を見つける
　住田高校魅力化の現状とこれからについて住高ハ
ウス○○を訪問し、教育コーディネーターの方々と
意見交換を行いました。住田高校が町の持続可能性
を高めるための重要な存在であることから、町と高
校の連携をより推進することを目的に、令和４年４
月より「住田高校魅力化構想」を展開。生徒自身が
これからの人生で挑戦していきたい「○○」なこと
を見つけることができる環境づくりを中心に取り組
みが進められています。今後は魅力化構想のさらな
る周知と充実が望まれます。

　国際的な影響による化学肥料をはじめとした
農業生産資材の価格高騰や電気・ガス等の燃料
高騰をうけ、当町の農業・畜産業振興に資する
ため、㈲気仙環境保全堆肥センターと㈱チキン
ファーム住田（生産農場）の視察を行いました。

　各施設の運営状況や接続する道路状況などに
ついても説明をうけ意見を交換。耕畜連携に関
わる事業展望とブロイラー産業の重要性や将来
性をあらためて認識しました。今後、町への政
策提言をさらに深めてまいります。
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11
　21〜22

　
住
民
に
読
ま
れ
、
伝
わ
り

　

議
会
の
見
え
る
化
へ

•見える化　　•機能発揮
•民意反映　　•信頼醸成
•情報共有　　•認知参加
•説明責任

議会広報が目指すもの

町村議会広報担当者研修会
　（花巻温泉　ホテル紅葉館）

読みたくなる広報
　県下19町村議会57名の議会広報
担当委員が一堂に会し、岩手県町
村議会議長会の主催による広報研
修会が開催されました。当議会か
らも５名の委員が参加し、議会広
報を発行する意義や目的、編集の
基本技術などを受講。引き続き町
民目線に立ち、分かりやすい言葉
や表現に留意することを意識し、
読みたくなる広報づくりを目指し
ていきます。

町のトピックス

　11月４日、令和5年度からの新橋設置工事に着手する
ため、昭和橋解体撤去工事の安全祈願祭と渡り納め会が
現地にて開かれました。当議会からも世田米地区選出議
員４名が出席。地域住民の方々と共に、昭和橋の９０年に
わたるこれまでの歴史に想いを巡らせました。

「昭和橋撤去工事」安全祈願祭

90年の歴史に想いを

　12月４日、歳末たすけあい芸能祭が３年ぶりに開催さ
れました。当議会では歳末の共同募金への協力を図ろう
との開催主旨に賛同し、23年前より参加出演を継続して
います。出番では、千昌夫さんの「北国の春」を皆で合
唱し、歌声を会場に響き渡らせました。

歳末たすけあい芸能祭

「北国の春」で参加
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議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

その後

全５地区で「スマホ講習会」

　「スマホは貸すから」というの
で参加してみました。講師の方
がやさしく写真の撮り方を教え
て下さって自分でも撮ることが
できました。老化防止にもよい
ので、また参加したいです。

質　問

社会教育で支援すべき

　シニア層においても生活インフラとし
てのデジタル（パソコンやスマートフォ
ン）は欠かせない時代。高齢者のデジタ
ル機器活用を社会教育の側面からも支援
していくべきでは。

三
み

上
かみ

  次
つぎ

子
こ

 さん
世田米字下大股

答　弁

まずは高齢者教室で

　社会教育事業におけるシニア層を対象
とした身近な学習機会は、高齢者教室と
なる。各地区の運営委員の意見を聞きな
がら進めていきたい。

住
民
の
声

△　�　�高齢者教室においてスマートフォンを手に取り使い方などを
体験。講師は、陸前高田市の（社）トナリノ

シニア層のデジタルシニア層のデジタル
機器活用を機器活用を

18　　すみた議会だよりすみた議会だより　180号　180号
　　令和５年１月13日令和５年１月13日

78追跡レポート
一般質問その後



　
今
回
は
、
川
口
地
区
に

　
今
回
は
、
川
口
地
区
に

地
域
よ
り
あ
い
カ
フ
ェ

地
域
よ
り
あ
い
カ
フ
ェ

「
ね
む
の
木
カ
フ
ェ
」
を

「
ね
む
の
木
カ
フ
ェ
」
を

立
ち
上
げ
た
菊
池
留
理
子

立
ち
上
げ
た
菊
池
留
理
子

さ
ん
で
す
。
地
域
の
皆
さ

さ
ん
で
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
集
ま
り
和
気

ん
が
気
軽
に
集
ま
り
和
気

あ
い
あ
い
と
、
お
茶
っ
こ

あ
い
あ
い
と
、
お
茶
っ
こ

飲
み
会
や
楽
し
み
づ
く
り

飲
み
会
や
楽
し
み
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
は
。

社
会
福
祉
協
議
会
が

進
め
る
「
地
域
よ
り

あ
い
カ
フ
ェ
」の
指
導
の
下
、

川
口
地
区
に
「
ね
む
の
木
カ

フ
ェ
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

月
一
回
近
隣
に
住
む
10
名
ほ

ど
の
方
々
が
集
ま
り
お
茶
っ

こ
飲
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
し
て
い
る
会
の

名
前
の
由
来
は
。

大
渡
の
垣
の
袖
橋
の

傍
ら
に
あ
る
「
鮎
っ

こ
屋
」
と
呼
ば
れ
る
集
会
場

を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
橋
の
た
も
と
に
は

会
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た

大
き
な
合
歓
木（
ね
む
の
木
）

が
あ
り
ま
す
。

建
物
は
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
ま
し
た
か
。

子
供
や
高
齢
者
が
気

軽
に
集
ま
り
楽
し
く

過
ご
せ
る
場
所
が
あ
れ
ば
と

の
想
い
で
、
東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
数
年
後
に
払
い
下

げ
ら
れ
た
仮
設
住
宅
を
大
渡

の
垣
の
袖
橋
た
も
と
に
移
設

し
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
場
は
、
土
足
で

入
れ
る
気
軽
さ
と
駐
車
し
や

す
い
こ
と
で
、
会
議
や
反
省

会
な
ど
色
々
な
行
事
や
休
憩

室
な
ど
と
多
目
的
に
利
用
し

て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
感
じ

て
い
る
こ
と
は
。

高
齢
者
が
孤
独
に
な

ら
な
い
よ
う
に
横
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
作

品
つ
く
り
を
教
え
た
り
教

わ
っ
た
り
と
雑
談
に
花
を
咲

か
せ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
せ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

町
や
議
会
に
望
む
こ

と
は
。

川
口
自
治
公
民
館
は

高
台
に
在
り
、
坂
道

を
上
が
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
足
が
遠
の
き
ま
す
。

駐
車
場
や
道
路
も
狭
く
車
社

会
の
現
実
に
合
い
ま
せ
ん
。

平
場
に
広
い
駐
車
場
が
あ
る

公
民
館
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

菊菊
きくきく
池池
ちち
留留
る り こる り こ
理子理子さんさん　　世田米字向川口世田米字向川口

議会を傍聴しよう！

　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の３月議会の予定
は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

住田テレビ放映住田テレビ放映 もどうぞ
　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
　放映時間は午後６時からです。

３月議会は
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

令和４年12月
議会の傍聴者は

1313人人でした

△　△　和気あいあいとお茶を飲みながら、雑談に花を咲かせています和気あいあいとお茶を飲みながら、雑談に花を咲かせています

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
企
画

に
な
り
ま
す
。
町
や
議

会
に
対
し
て
の
意
見
、

活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
想
い
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

議案審議

議案審議

一般質問

予算審査特別委員会

QQ

Q

Q

Q

AA

A

A

A
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編集後記編集後記 広報編集常任委員会
　　委　員　菅野浩正▼　振り返りますと議会活動の「見える化」「見てもらう化」を考えるときに、歴史ある「住民と議員との懇談会」は新型コロナウイルス感染症によって中止となり、膝を交えた政策論争ができないのは残念でなりません。

▼　新型コロナウイルス感染症で諸行事は追い込まれ相次ぐ物価高により生活は苦しくなっています。正念場と思って議会と一緒になり乗り越えていきましょう。▼　町民の皆さまにとって明るい年となりますよう願っています。

ぼくは、スポ少でバレーボールを１年生から
やっています。５年生からキャプテンです。６
年生になった今年は、よい結果を残せてよ
かったです。将来は、動物が大好きなので

獣医になってたくさんの動物を助けてあげ
たいです。夢に向かってがんばりたいです。

私は将来、パティシエになりたいと思っ
ています。叔母さんがよくおいしいチーズケー
キなどを作ってくれるので、私もケーキやお
菓子を作ることが好きになりました。私もお
いしいケーキやお菓子を作ってみんなを喜ば
せたいと思います。

お
い
し
い
ケ
ー
キ
作
り

動
物
を
助
け
る
獣
医
に

世田米小学校６年

泉
いずみ
田
た
　明
めい
華
か

（世田米字赤畑）

有住小学校６年

佐
さ
藤
とう
　祐
ひろ
人
と

（上有住字恵蘇）

表紙の写真

コーナーです。コーナーです。

　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し

込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る

広報編集常任委員会
発行責任者　　議　　長　瀧　本　正　德
　　　　　　　委　員　長　佐々木　信　一
　　　　　　　副委員長　水　野　正　勝
　　　　　　　委　　員　菅　野　浩　正
　　　　　　　　　　　　阿　部　祐　一
　　　　　　　　　　　　佐々木　春　一
　　　　　　　　　　　　荻　原　　　勝

　１２月２２日。世田米保育園ではクリスマス会が行われ
ました。特別におしゃれをしてきた子どもたちが教室
で歌を歌っていると、どこからともなく鈴の音が。「メ
リークリスマス！」大きな袋を持ってサンタさんが登
場。一人ひとり、順番にプレゼントをもらうと「中身
は何かな？」「サンタさんありがとう！」と嬉しそうな
子どもたち。ぶどう組（年長）の男の子は、「俺、サン
タさん信じる！」と笑顔で話してくれました。　　　

世田米世田米保育園保育園
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